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4
月

!

日

か

ら

実

施

「
市
民
交
通
傷
害
保
障
制
度
」
が
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

た。
こ
の
制
度
は
、
一
日
一
円
、
年
聞
に
し
て
わ
ず
か
三
百
六
十
円
の
掛
金
で
、

万
一

、
交
通
事
故
に
あ
っ
て
被
害
を
受
け
た
と
き
、
最
高
五
十
万
円
ま
で
の
見

舞
金
が
も
ら
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

加
入
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
家
族
ぐ
る
み
で
加
入
し
、
万
一
に
そ
な
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
加
入
申
し
込
み
は
3
月
1
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

幸良

交
通
事
故
は
、
年
々
ふ
え
る
ば
か
り

で
昨
年
の
全
国
の
死
傷
者
は
史
上
最
高

と
い
う
悪
い
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
悲
惨
な
事
故
を

少
し
で
も
な
く
す
る
た
め
、
交
通
安
全

施
設
の
整
備
な
ど
を
す
す
め
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
安
全
対
策
と
あ
わ
せ
て

被
害
者
を
救
済
す
る
制
度
と
し
て
、
「

市
民
交
通
傷
害
保
障
条
例
」
が
、
昨
年

ロ
月
の
市
議
会
で
可
決
さ
れ
、
4
月
1

日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
制
度
は
、
市
が
保
険
会
社
と
契

約
し
て
行
な
う
も
の
で
、
万
一

、
交
通

事
故
で
被
害
を
受
け
た
場
合
に
、
み
ん

な
で
助
け
あ
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
事
故

に
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の

生
活
を
守
る
と
の
制
度
の
趣
旨
を
ど
理

解
い
た
だ
き
、
家
族
ぐ
る
み
、
職
場
ぐ

る
み
で
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
。つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ

し
ま
し
ょ
う
。
…
市
民
な
ら
だ
れ
で

……

も
加
入
で
き
ま
す

交
通
傷
害
保
険
は
、
魚
津
市
に
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

人
な
ら
年
齢
に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で

も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
保
険
料

一
人

一
年
分
三
百
六
十
円
(
一
口
〉

で
す
。
た
だ
し
一
人
一
口
以
上
加
入

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
期
間
の

中
途
で
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、
一ニ十

円
掛
け
る
残
月
数
と
な
り
ま
す
。

マ
保
険
期
間

毎
年
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
引
日

ま
で
の
一
年
間

マ
申
し
込
み

3
月
1
日
か
ら
市
役
所
市
民
・課
で
受

け
付
け
ま
す
。
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最
民
五
十
万
円

…
ま
で
六
段
階
に

保
険
金
の
額
は
、
最
高
、
死
亡
の

場
合
の
五
十
万
円
か
ら
一
週
間
末
満

の
け
が
の
場
合
の
二
千
円
ま
で
六
段

階
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

10万円
5万円
2万円
5千円
2千円

く保険金の額〉

①死亡のとき 50万円
(事故発生から6か月以内)
①全治6か月以上のけが
のとき

①全治3か月以上
④全治1か月以上
①全治 1週間以上
①全治 1週間末満

9

9

9

0

 

八
保
険
金
支
払
い
の
対
象
と
な
る

交
通
事
故
V

自
動
車
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自

転
車
、
荷
車
な
ど
に
乗
っ
て
衝
突
し

た
り
、
つ
い
落
、
て
ん
ぷ
く
し
た
り

し
た
事
故
、
ま
た
歩
い
て
い
て
こ
れ

ら
の
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ

た
り
し
た
事
故
で
す
。

八
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き

V

市
役
所
市
民
課
で
保
険
金
請
求
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
さ

れ
る
と
き
に
は
、
①
警
察
署
で
発
行

す
る
交
通
事
故
証
明
書

①
医
師
の

診
断
書
が
必
要
で
す
。

八
保
険
に
加
入
す
る
場
合

V

近
く
各
ご
家
庭
へ
配
布
さ
れ
る
「

予
約
加
入
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
保
険
料
と
印
鑑
を
お
持

ち
の
う
え
、
市
役
所
市
民
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
途
で
も
加
入
で
き
ま
す

が
な
る
べ
く
3
月
中
に
お
申
し
込
み

願
い
ま
す
。

八
保
険
金
支
払
い
で
き
な
い
も
の

V

・
電
車
、
汽
車
、
航
空
機
、
船
舶
な
ど

に
よ
る
事
故

・
故
意
に
傷
害
を
被
っ
た
り
、
酒
酔
い

運
転
の
よ
う
な
過
失
の
あ
っ
た
と
き

.
自
殺
行
為

・
無
免
許
で
運
転
し
て
事
故
を
起
と
し

た
本
人

・
道
路
以
外
で
試
運
転
、
競
技
、
興
行

訓
練
中
に
起
乙
っ
た
事
故

・
地
震
、
津
波
、
原
子
核
反
応
な
ど
が

原
因
の
事
故

に
は
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

引
揚
者
お
よ
び
そ

の
遺
族
に
特
別
交
付

金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
昨
年
日

月
か
ら
市
社
会
福
祉

事
務
所
で
、
受
け
付

け
事
務
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
、
約
三

百
世
帯
の
人
が
手
続

き
の
問
い
合
わ
せ

や
、
関
係
用
紙
の
交

付
を
受
け
て
お
ら
れ

ま
す
。市
内
に
は
や
く
七

百
世
帯
の
該
当
者
が

お
い
で
に
な
る
も
の

と
推
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
半
数
以

上
の
人
が
手
続
き
を
す
ま
せ
て
お
ら
れ

な
い
わ
け
で
す
。

第
一
回
の
償
還
金
支
払
時
期
が
と
と

し
の
8
月
何
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
手
続
き
さ
れ
て
い
な
い
人
は

な
る
べ
く
早
く
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

該
当
者
は
次
の
よ
う
な
人
で
す
。

①
外
地
に
生
活
の
本
拠
を
一
年
以
上
お

い
て
い
て
、
終
戦
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
理
由
で
引
き
揚
げ
て
き
た
人
。

①
と
こ
で
い
う
外
地
と
は
「
い
わ
ゆ
る

旧
外
地
、
外
国
な
ど
を
総
称
し
た
言

葉
で
、
現
在
の
日
本
領
土
以
外
の
地

域
」
の
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

沖
縄
や
小
笠
原
諸
島
は
外
地
で
は
あ

引揚者特別交付金

請求手続きは早 めに

り
ま
せ
ん
が
、
北
方
領
土
に
関
し
て

は
特
例
が
あ
っ
て
、
歯
舞
、
色
丹
、

択
捉
、
国
後
の
各
島
は
含
ま
れ
ま
す

な
お
、
今
回
は
昭
和
白
年
の
「
引
揚

者
給
付
金
」
の
場
合
と
異
な
り
、
所
得

制
限
や
援
護
法
な
ど
で
、
遺
族
年
金
や

弔
慰
金
を
受
け
て
い
る
人
は
除
く
と
い

う
重
複
調
整
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
①
に

該
当
す
る
人
は
す
べ
て
対
象
に
な
り
ま

す。
引
き
揚
げ
後
死
亡
さ
れ
た
人
、
引
き

場
げ
の
途
中
で
死
亡
さ
れ
た
人
の
場
合

も
遺
族
が
請
求
で
き
ま
す
。

航
海
の
安
全
を
祈
る

出

漁

団

祈

願

祭

出
漁
団
の
航
海
安
全
、
大
漁
祈
願
祭

は
、
乙
と
し
は
例
年
よ
り
一
か
月
早
く

1
月
日
日
市
民
会
館
で
、
団
員
や
く
二

百
名
が
集
ま
っ
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

全
員
が
お
は
ら
い
を
受
け
た
あ
と
、
ー

代
表
者
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
操
業
市

の
安
全
と
大
漁
を
祈
り
ま
し
た
。

つ
い
で
壮
行
会
に
入
り
、
十
五
年
以

上
同
一
船
主
勤
続
者
が
市
長
表
彰
を
受

け
た
の
を
は
じ
め
、
人
命
救
助
者
、
功

労
者
な
ど
に
出
漁
団
長
か
ら
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

は
じ
ま
る

申
告
を
一
本
化

所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
ま
い

り
ま
し
た
。

昭
和
位
年
中
の
所
得
の
申
告
と
納
税

は
、
2
月
日
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で
で

す
。
期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
早
め
に
申

告
と
納
税
の
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。乙
と
し
も
納
税
者
の
み
な
さ
ん
の
申

告
手
続
き
を
簡
単
に
す
る
た
め
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
は
、

個
人
事
業
税
や
個
人
住
民
税
の
申
告
を

川
明
大
町
幼
稚
園
(
仮
称
)
を
開
設

こ
と
し
の
4
月
か
ら
大
町
小
学
校
校

舎
の
一
部
を
借
り
て
、
魚
津
市
立
幼
稚

園
(
仮
称
大
町
幼
稚
園
)
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
園
児
を
次

の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
か
ら
、
希
望
者

は
市
教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

マ
募
集
人
員
H
四
十
人
(
定
員
を
超
え

園

児

募

集

を

た
と
き
は
抽
選
に
よ
り
決
め
ま
す
〉

マ
資
格
H
市
内
在
住
者
で
、
昭
和
訂
年

4
月
2
日
か
ら
昭
和
鈎
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

マ
授
業
料
H
月
一
千
円

マ
申
し
込
み
H
2
月
別
日

(
火
)
ま
で

「
入
園
願
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
市
教
委
に
あ
り
ま
す
。

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
し
か
し
、
個
人
事
業
税
や
個
人
住
民

税
の
申
告
義
務
の
あ
る
人
で
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
い
人
は
、

事
業
税
の
申
告
書
、
ま
た
は
住
民
税
の

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
期
限
も
、
所
得
税
お
よ
び

贈
与
税
の
申
告
と
同
じ
よ
う
に
3
月
日

日
ま
で
で
す
。

税
務
署
で
は
、
納
税
相
談
日
を
次
の

よ
う
に
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

八
納
税
相
談
日

V

マ
農
業
所
得
者
の
相
談
日

2
月

u
n日
(
金
)

M

m

日
(
土
)

3
月
H
8
日
(
金
)
ロ
日
(
火
)

マ
営
業
そ
の
他
の
事
業
者
の
相
談
日

2
月
H
M
m
日

(土
)

3
月
H
2
日
(
土
)

マ
場
所
H
魚
津
税
務
署

う
が
い

の

励

行

な

ど

で

H
V
 

〕葉
、、

マ
病
気
は
飛
ま
つ
感
染
に
よ
っ
て
伝
わ

り
、
口
や
鼻
か
ら
入
り
ま
ず
か
ら
マ

ス
ク
の
使
用
と
、
う
が
い
の
励
行
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

マ
着
物
や
暖
房
、
栄
養
に
注
意
し
、
過

労
を
さ
け
、
か
ら
だ
に
抵
抗
力
を
つ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
病
気
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
早
く
医

師
の
診
察
を
う
け
、
静
養
に
つ
と
め

肺
炎
の
合
併
症
併
発
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

な
お
、
現
在
流
行
し
て
い
る
カ
ゼ
の

症
状
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
全

身
の
倦
怠
感
か
ら
始
ま
り
、
つ
い
で
三

十
八

i
三
十
九
度
の
発
熱
が
一

l
二
日

続
き
、
そ
の
問
、
頭
痛
、
せ
き
を
と
も

な
い
、
激
し
い
も
の
は
、
の
ど
か
ら
胸

の
あ
た
り
ま
で
痛
む
も
の
が
あ
り
ま
す

ρ

か
ぜ
H

の
予
防
に
つ
と
め
よ
う

1
月
日
日
西
部
中
学
校
か
ら
集
団
か

ぜ
が
発
生
し
、
そ
の
後
市
内
の
各
小
中

学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
全
県
的
に
波
及
し

て
い
ま
す
。

魚
津
保
健
所
で
は
、
例
年
1
1
4
月

に
イ
ン
フ
N
エ
ン
ザ
の
流
行
が
多
い
乙

と
な
ど
か
ら
、
イ
ン
フ
戸
エ
ン
ザ
ビ
ー

ル
ス
の
検
出
を
い
そ
い
で
お
り
ま
す
が

か
ぜ
の
予
防
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

写
真
日
市
民
会
館
で
行
な
わ
れ
た

出
漁
祈
願
祭

所
得
税
の
延
納
制
度

が
変
わ
り
ま
し
た
。
延

納
で
き
る
場
合
は
確
定

申
告
書
を
提
出
し
、
第

三
期
分
の
税
額
の
二
分

の
一
以
上
を
納
付
し
た

場
合
に
残
額
を
5
月
引

日
ま
で
延
納
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

延
納
の
手
続
き
は
、

確
定
申
告
書
裏
面
の
ミ

シ
ン
総
右
下
の
「
延
納
届
出
」
欄
に
必

要
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

B
H
V
 

振
替
納
税
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る

人
に
は
、
提
出
さ
れ
た
確
定
申
告
書
に

よ
り
、
納
付
書
を
税
務
署
に
お
い
て
作

成
し
、
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
へ
税
務

署
か
ら
直
送
し
ま
ず
か
ら
、
預
貯
金
か

ら
納
税
で
き
る
よ
う
準
備
預
金
を
励
行

し
て
く
だ
さ
い
。
(魚
津
税
務
署
)

所得税の延納と

振替納税制度

健

康

相

談

日

毎

週

水

曜

日

に

市
で
は
、
出
産
後
一
か
月
以
上
経
過

し
た
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
相
談

な
ら
び
に
家
族
計
画
相
談
を
2
月
か
ら

次
の
よ
う
に
毎
週
水
曜
日
・に
行
な
う
と

と
に
じ
ま
し
た
o
-

マ
日
時
H
毎
週
水
曜
日
午
前
叩
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
。
〈
2
月
は
7
目
、

同
日
、
引
目
、
お
日
)

マ
場
所
H
市
役
所
保
健
室
ハ
一
階
税
務

課
隣
り
〉小

を口
.事
と
業
う資
一金司ニャ

小
規
模
事
業
者
に
小
口
事
業
資
金

を
あ
っ
旋
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

商
工
水
産
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

'v 
マ
運
転
資
金
は
、

一
事
業
者
三
十
万

円
ま
で
、
償
還
期
間
は
一
年
以
内

マ
設
備
資
金
は
、

一
事
業
者
五
十
万

円
ま
で
、
償
還
期
間
は
二
年
以
内

マ
原
則
と
し
て
無
担
保
、
確
実
な
連

帯
保
証
人
二
人
が
必
要
で
す
。

マ
利
率
は
、
日
歩
二
銭
二
厘
。

マ
信
用
保
証
料
は
、
日
歩
二
厘
五
毛

国国含
民 '主・ 2 
健孟市
磨民税

課産
険税
税

-
i
l
i
-
-
た
ば
こ
は

一
戸
川
J

〉

司

市

内

で

一一JTK
戸

i
買
い
ま
し
ょ
う

四
期
分
一

一

四
期
A
H

納
期
限
は

2
月
別
日
で
す

た
ば
こ
消
費
税
は
、
た
ば
こ
の
売

り
上
げ
に
よ
っ
て
専
売
公
社
か
ら
納

入
さ
れ
る
税
金
で
す
。

あ
な
た
が
す
わ
れ
る
一
本
の
た
ば

こ
に
ゃ
く
五
十
銭
の
税
金
が
含
ま
れ

ベ
ビ
ー
プ
1
ム
と
い
わ
れ
た
昭
和
位

年
中
の
市
内
で
の
出
生
は
七
百
二
十
九

人
(
男
三
百
六
十
一
人
、
女
三
百
六
十

八
人
〉
で
、
前
年
の
五
百
六
十
八
人
よ

り
百
六
十
一
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

こ
れ
は
一
日
に
ゃ
く
二
人
生
ま
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

死
亡
は
三
百
二
十
二
人
(
男
百
七
十

六
人
、
女
百
四
十
六
人
〉
で
、
出
生
、

一
位
年
中
の
人
口
動
態

一

二
日
に

一

一

二
人
生
ま
れ
る

一

死
亡
の
差
引
き
自
然
増
は
四
百
七
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
転
入
者
は
千
五
百
十
七
人
、

転
出
者
は
千
八
百
五
十
-
人
で
、
差
し

引
き
三
百
三
オ
四
人
転
出
者
が
多
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
婚
姻
は
四
百
二
十
六
組
、

離
婚
は
二
十
二
件
あ
り
ま
し
た
。

ロ
月
末
の
人
口
は
四
万
七
千
六
十
一

人
、
世
帯
数
は
一
万
七
百
二
十
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
金
融
公

庫
で
は
、
住
宅

改
良
資
金
の
借

入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

希
望
者
は

2
月
別
日
(
火
〉
ま
で
北

陸
銀
行
魚
津
支
庖
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
貸
付
は
を
受
け
ら
れ
る
人
H
自
分
で

住
む
た
め
の
持
家
を
改
良
す
る
人

マ
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
工
事
日
増
築

改
築
、
修
繕
な
ど
の
工
事

マ
貸
付
金
の
限
度
H
工
事
に
要
す
る
費

用
の
七
割
以
内
で
、
十
万
円
か
ら
三

十
五
万
円
ま
で

マ
利
率
日
年
六
分

マ
償
還
H
十
年
以
内
(
当
初
一
か
月
三

千
円
程
度
)
元
金
均
等
二
か
月
払
い

住
宅
改
良
資
金
が

借
り
ら
れ
ま
す

こ
の
た
び
人

人
権
擁
護
委
員
に

権
擁
委
員
に
清

清

水

さ

ん

水
弥
太
郎
さ
ん

(
浜
経
団
)
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
問
題
に
つ
い
て
ど
ん
な
こ
と

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
市
内
で
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
人
は
、
金
山
谷

河
崎
直
義
さ
ん
、
本
江
木
下
圧
作
さ

ん
が
お
ら
れ
ま
す
。

て
い
ま
す
。
乙
の
税
金
が
市
の
重
要

な
財
源
と
な
っ
て
、
道
を
な
お
し
た

り
、
学
校
を
建
て
た
り
し
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
四
千
二
百
万
円
ほ

ど
が
市
の
収
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
税
金
は
、
市
内
で
売
れ
た
た

ば
こ
に
つ
い
て
入
る
の
で
、
旅
行
や

出
張
な
ど
の
と
き
も
、
ぜ
ひ
市
内
で

た
ば
こ
を
買
い
ま
し
ょ
う
。



(2) 

こ
と
し
は
、

市
長
、
市
議
、

参
議
院
、
県
知

事
と
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
つ
な

が
る
た
い
せ
つ

な
選
挙
が
つ
ぎ

つ
ぎ
と
行
な
わ

れ
ま
す
。

ま
ず
私
た
ち

市
民
に
と
っ
て

も
っ
と
も
身
近

か
な
市
長
な
ら

び
に
市
議
会
議

員
選
挙
が
4
月

市長・市議会議員選挙

(l昭和問9月31日)
第 3種郵便物認可

4月27日
永
久
選
挙
人
名
薄

登

録

幸俊

こ
の
よ
う
に

た
い
せ
つ
な
選
挙
が
あ
っ
て
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
選

挙
権
が
行
使
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
次
の

よ
う
な
人
は
早
め
に
登
録
の
申
し
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
で
、
市
民

課
の
窓
口
で
転
入
届
け
を
し
て
い
な

い
人
(
大
部
分
は
、
転
入
と
同
時
に

手
続
き
が
す
ん
で
い
ま
す
〉

マ
新
し
く
二
十
歳
に
な
っ
た
人
は
、
二

十
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
登
録
の
申

し
出
が
で
き
ま
す
が
、
ま
だ
申
し
出

を
し
た
こ
と
の
な
い
人
。

以
上
の
よ
う
な
人
か
ら
の
申
し
出
は

3
月
1
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
市
外
か
ら
転
入
し
た
人
の

場
合
は
、
3
月
1
日
で
、

三
か
月
の
住

所
要
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
住
所
を
有
し
て
い
な
い
と
、
今

広市津色

幻
日
(
土
)
に
執
行
す
る
こ
と
に
選
挙

管
理
委
員
会
で
内
定
し
ま
し
た
。
乙
の

お
お
ま
か
な
日
程
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

マ
4
月
行
日
H
選
挙
期
日
の
告
示
、
立

候
補
届
出
受
け
付
切
、
不
在
者
投
票

開
始

マ
却
日
目
立
候
補
届
出
期
限

マ
川
口
日
日
補
充
立
候
補
届
出
期
限

マ
お
日
H
不
在
者
投
票
最
終
日

マ
幻
日
H
投
票
日

マ
mm
日
H
当
選
証
書
交
付

ま
た
、
7
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙

9
月
に
は
県
知
事
選
挙
が
、
そ
れ
ぞ
れ

行
な
わ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の

申

し
出

3
月

1
固

ま

で

回
は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
し
く
二
十
歳
に
な
ら
れ
た

人
の
場
合
は
、
申
し
出
の
締
切
日
ま
で

に
二
十
歳
に
な
っ
て
お
れ
ば
登
録
さ
れ

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
幻
年
3
月
2

日
以
前
に
生
ま
れ

ハ
リ
ゾ

た
人
が
申
し
出
さ

将
利
グ
.
J
J

れ
る
と
登
録
で
き

「
杓
匂

ミ

ま
す
。

「
l
¥

後
援
団
体
を
結
成
し
た
ら

届
け
出
が
必
要
で
す

身
近
か
な
選
挙
が
近
づ
く
と
、
後
援

団
体
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
そ

の
場
合
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
届
け
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
か
ら
十
分
留
意
さ
れ
て

健
康
な
か
ら
だや
つ
く
り
に
役
立
て
よ
う

歩

2
i
6月
の

|同和 43年 2月 1日発行

健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
、
こ
と
し
も
毎
月
第

一
日
曜
日
に
歩

こ
う
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

歩
こ
う
で
は

2
i
6
月
の
コ

l

ス
を

次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

月
に
い
ち
ど
ぐ
ら
い
は
、
歩
乙
う
会

に
参
加
し
、
史
跡
を
探
勝
し
な
が
ら
山

や
野
原
の
自
然
に
親
し
み
、
さ
わ
や
か

な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
す
っ
て
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
o

V
2
月
4
日
日
富
津
霊
園

八
幡
社
を
出
発
|
宮
津
霊
園
|
大
海

寺
野

l
西
部
中
学
校
前
ま
で
、
歩
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
午
前
9
時
ま
で
八
麟
社
へ
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
帰
着
は
ロ
時
ご
ろ
の

予
定
。

マ
3
月
3
日
日
経
田
海
水
浴
場

村
木
小
学
校
を
出
発
|
村
木
|
本
新

(第257号〉

必旨H
:z::s; 

-、ー
つ

北
鬼
江
(
県
道
)
を
通
り
経
団
海
水

浴
場
ま
で
歩
き
、
帰
り
は
電
車
を
利

用
し
ま
す
。
参
加
者
は
午
前
9
時
ま

で
村
木
小
学
校
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ

1

0

 

、b
v

V
4
月
7
日
H
松
倉
城
肱

電
鉄
魚
津
駅
か
ら
パ
ス
で
北
山
ま
で

行
き
、
小
菅
沼

l
松
倉
城
祉
!
鹿
熊

と
歩
き
、
帰
り
は
鹿
熊
か
ら
バ
ス
を

利
用
し
ま
す
。

V
5
月
5
日
H
黒
沢
|
東
城

電
鉄
魚
津
駅
か
ら
黒
沢
ま
で
パ
ス
を

利
用
、

黒
沢
|
東
城
聞
を
歩
き
、
東

城
か
ら
パ
ス
で
帰
り
ま
す
。

V
5
月
ロ
日
H
山
菜
つ
み
(
場
所
未
定
)

V
6
月
2
日
H
鹿
熊
|
古
鹿
熊

田
方
町
旧
市
役
所
前
か
ら
胞
熊
ま
で

パ
ス
を
利
用
、
鹿
熊
|
古
鹿
熊
を
往

復
、
閥
熊
か
ら
バ
ス
で
帰
り
ま
す
。

運
営
し
て
く
だ
さ
い
。

わい
各
種
届
け
出
いい

マ
結
成
し
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
、
代

表
者
お
よ
び
会
計
責
任
者
、
会
計
責

任
者
職
務
代
行
者
の
住
所
、
氏
名
な

ら
び
に
生
年
月
日
と
、
そ
の
団
体
の

事
務
所
所
在
地
、
目
的
区
分
を
記
入

し
た
届
出
書
と
、
会
則
各
二
部
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
届
け
出
さ
れ
て
い
る
事
項
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
も
、
七
日
以
内
に
届
け

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
収
支
報
告
は
、
定
期
的
な
も
の
年
二

回

(6
月
末
日
、
ロ
月
末
日
)
と
、

臨
時
的
な
も
の
は
、
選
挙
後
十
五
日

以
内
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

マ
す
で
に
目
的
を
達
成
し
た
ら
、
た
だ

ち
に
収
支
報
告
に
あ
わ
せ
て
、
解
散

届
け
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
後
援
団
体
の
活
動
が
・:一

¥・
規
制
さ
れ
る
期
間

マ
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
の
場
合
は
、

満
了
の
目
前
九
十
日
目
か
ら
ど
ん
な

名
儀
の
寄
付
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

(市
長
な
ら
び
に
市
議
会
議

員
の
任
期
は
昭
和
刊
年
5
月
9
日
)

マ
任
期
満
了
の
目
前
九
十
日
目
か
ら
団

体
の
総
会
、
そ
の
他
の
集
会
、
旅
行

な
ど
に
お
い
て
、
も
て
な
し
、
接
待

ま
た
は
金
銭
、
記
念
品
な
ど
を
供
与

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

マ
任
期
満
了
の
目
前
九
十
日
目
か
ら
候

補
者
ま
た
は
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す

る
者
か
ら
、
後
援
団
体
は
寄
付
を
受

け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
と
し
の
成
人
式

は
1
月
日
日
市
民
会

館
で
や
く
八
百
名
が

参
加
し
て
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

市
教
委
で
は
乙
の

あ
と
、
午
前
日
時
叩

分
か
ら
は
た
ち
の
声

を
聞
く
た
め
、
こ
と

し
成
人
に
な
っ
た
各

地
区
の
代
表
二
十
四

人
を
招
い
て
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
を

ひ
ら
き
ま
し
た
。

乙
の
座
談
会
は
、
市
長
や
市
議
長
、

公
民
館
長
な
ど
と
、
会
食
を
と
も
に
し

な
が
ら
、
佐
々
木
市
連
青
団
長
の
司
会

で
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
成
人
者
か

ら
は
、
成
人
を
迎
え
た
心
が
ま
え
や
心

境
、
男
女
交
際
と
結
婚
、
道
徳
観
な
ど

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
の
べ
ら
れ
ま

し
た
。(
写
真
下
H
は
た
ち
の
抱
負
を
の
ベ

あ
う
成
人
者
た
ち
)

成人の心がまえなど

話 し合う

ー はたちのつどい 一

「
は
し
か
」
は
、
ピ

l
w
ス
に
よ

り
飛
ま
つ
感
染
し
、
発
病
ま
で
は
十

日
か
ら
十
一
日
間
か
か
り
ま
す
。
か

ぜ
に
よ
く
似
た
症
状
で
す
が
、
口
の

中
の
臼
歯
に
近
い
と
こ
ろ
に
、
粟
粒

大
の
白
い
斑
点
が
み
ら
れ
、
こ
れ
を

コ
ッ
プ
リ
ッ
ク
氏
斑
と
い
い
、
二
個

か
ら
多
く
は
三
十
個
ぐ
ら
い
出
る
の

，

/

J

「は
し
か
」
は

/YA烹
晩

秋

か

ら

冬

に

か

け

，ぃ7て
散
発
的
に
発
生
し

a拡
砂
川
町
い
春
に
な
っ
て
本
格
的

S
E
E
F
q
な
流
行
に
入
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
は
し
か
」

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

予
防
注
射
が
あ
り
ま
す
。

予
防
注
射
は
四
週
間
か

ら
六
週
間
の
間
隔
で
、
ニ

グ

ま

し

ゲ

グ

回

i
三
回
行
な
っ
た
後
、

f
b

ヌ

一
か
月
で
免
疫
が
ほ
ぼ
確

実
に
つ
く
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。注
射
を
受
け
る
と
き
は
種
痘
、
生

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
、

B
C
G
接
種
と

の
間
隔
が
、
前
後
一
か
月
お
い
た
ほ

う
が
よ
い
と
さ
れ
、
接
種
す
る
年
齢

は
、
一
歳
か
ら
三
歳
が
も
っ
と
も
適

当
で
す
。
「
は
し
か
」
に
か
か
る
の

は
四
歳
末
満
が
も
っ
と
も
多
い
と
い

わ
れ
ま
す
。

症

状

っ
と
も
熱
が
商
く
、
四

i
五
日
つ
づ

き
ま
す
が
、
そ
の
あ
と
発
し
ん
も
な

く
な
り
回
復
に
向
か
う
の
が
普
通
で

す
。
と
く
に
発
し
ん
の
で
る
と
き
に

注
意
し
な
い
と
、
肺
炎
を
併
発
し
て

心
臓
が
衰
弱
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

病
気
に
な
っ
た
ら
安
静
に

こ
の
病
気
に
か
か
っ
た
と

刀

予

防

安

重

き

は

、
安
静
に
し
て
保
温
に

じ
ニ
e

舟
抄
ゑ

?
4
注
意
し
、
熱
の
高
い
と
き
に

は
氷
枕
を
あ
て
、
食
事
は
栄

一
t
三

歳

ご

ろ

が

適

当

養

価

の

高

い

、
消
化
の
よ
い

ビ
タ
ミ
ン

A

・B
-
C
を
十

分
に
与
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
病
気

が
な
お
っ
て
か
ら
も
合
併
症
を
防
ぐ

た
め
一
か
月
ほ
ど
か
ら
だ
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

可
愛
い
お
子
さ
ん
を
「
は
し
か
」

か
ら
守
る
た
め
、
予
防
接
種
を
ぜ
ひ

受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

市
役
所
保
険
衛
生
課
へ
ど
相
談
く
だ

さ
い
。

が
特
徴
で
す
。

そ
し
て
三

i
四
日
は
発
熱
が
つ
づ

き
、
そ
の
あ
と
さ
が
り
ま
す
が
、
再

び
発
熱
す
る
と
同
時
に
、
皮
膚
に
発

し
ん
が
で
き
ま
す
。
大
き
さ
は
、
粟

粒
か
ら
え
ん
ど
う
豆
大
ま
で
、
い
ろ

い
ろ
な
形
が
あ
り
、
発
し
ん
と
発
し

ん
と
の
聞
に
健
康
な
皮
膚
が
み
ら
れ

ま
す
。
乙
の
時
期
は
、
病
気
の
経
過
中
も

公

営

住

宅

入

居

者

を

募

集

申

し

さ
き
に
住
吉
地
内
に
漁
民
住
宅
二
十

四
戸
を
建
設
し
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち

十
八
戸
を
公
皆
住
宅
と
し
て
、
入
居
者

を
次
の
よ
う
に
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
入
居
希
望
者
は
2
月
日
日
(

木
)
ま
で
市
役
所
建
設
謀
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

乙
の
住
宅
は
、
西
魚
津
駅
か
ら
や
く

五
百
M
離
れ
た
地
鉄
線
ぞ
い
の
住
吉
地

内
に
あ
り
、
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建
で

一
戸
の
面
積
三
十
九

・
三
平
方
M
、

一

県
立
保
健
婦
専

門
学
院
で
は
、
間

二

和
刊
年
度
学
生
を

二

募
集
し
て
い
ま
す
。
人
員
は
二
十
名

二

で
、
希
望
者
は

2
月
山
日
(
土
〉
ま

二

で
富
山
市
岡
長
江
の
同
学
院
へ
願
書
二

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

二

保
健
婦
専
門

学
院
学
生
募
集

込

み

はM

日

ま

で

階
に
は
四
畳
、
台
所
、
便
所
、
抑
入
な

ど、

二
階
に
は
四
畳
と
三
畳
が
あ
り
、

家
賃
は
四
千
円
で
す
。

マ
入
居
資
格

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

.
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

.
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
の
あ
る
人

・
年
間
収
入
が
三
十
四
万
円
以
下
の
人

な
お
す
で
に
補
充
申
し
込
み
を
さ
ぬ

た
人
で
も
、
改
め
て
申
込
書
を
提
出
し

一
て
く
だ
さ
い
o

婦人学級生大会

15日市民会館で

魚津市の婦人学級生大会は 2月15

日(木〉市民会館で行なわれます。

ご婦人の人ならだれでも参加できま

す。午前10時から各学級代表者の意

見発表会、午後1時から婦人評論家

の松田文子さん記念講演がありま

す。
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ス
リ

ッ
プ
に
ご
注
意

ー

l
1
車
間
距
離
は
+
分
に

電
話
の
種
類
で
違

う
市
外
通
話
料
金 毎

月

3
の
日
は

市

長

の

市

民

相

談

日

で

す

市
民
相
談
室
で
は
、

1
月
か
ら
「
市

長
の
市
民
相
談
日
」
を
設
け
ま
し
た
。

第
一

回
の

1
月
日
日
に
は
、
道
路
舗

装
や
補
助
金
増
額
な
ど
四
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

市
民
相
談
日
に
は
、
市
長
が
直
接
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ど
要
望
を
お
聞
き

し
、
適
切
な
措
置
を
す
る
な
り
、
市
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
日
H
3
の
つ
く
日
(
毎
月
3
日

日
日
お
日
〉
た
だ
し
日
曜
、

祭

日
、
ま
た
は
議
会
の
開
会
中
は
中
止

に
な
り
ま
す
。

マ
時
間
リ
午
前
川
時
か
ら
ロ
時
ま
で

マ
場
所
H
市
民
相
談
室

写
真
H
相
談
日
に
市
長
に
陳
情
す
る

市
民
の
み
な
さ
ん

を
三
分
間
の
料
金
に
定
め
、

最
初
は
三
分
間
の
料
金
を
、

あ
と
は

一
分
ご
と
に
計
算
さ

れ
ま
す
。
(
三
分

一
分
制
)

(
例
)
滑
川
局
へ
通
話
の
と

き
最
初
の
三
分
間
二
十
一
円
、
あ
と

-
分
ご
と
に
七
円

八
公
衆
電
話
V

マ
赤
電
話
の
と
き
H
機
能
上
ダ
イ
ヤ
戸

市
外
通
話
が
で
き
な
い
た
め
、
別
の

料
金
が
定
め
ら
れ
、

「
三
分
一

分
制

」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
例
)
滑
川
局
へ
通
話
の
と
き
、
最

初
の
三
分
間
十
五
円
、
あ
と
一
分
ご

と
に
五
円

マ
青
電
話
の
と
き
H
お
客
さ
ま
に
直
接

硬
貨
を
入
れ
て
い
た
だ
く
関
係
上
、

料
金
を
五
円
の
倍
数
に
調
整
し
、
三

分
ご
と
に
料
金
を
い
れ
て
い
た
だ
く

「
三
分
三
分
制
」
の
料
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ハ
例
)
滑
川
局
へ
通
話
の
と
き
、
三

分
ご
と
に
十
五
円

以
上
の
よ
う
に
と
利
用
い
た
だ
く
方

法
に
よ
っ
て
、
差
異
が
あ
り
ま
ず
か
ら

ど
注
意
願
い
ま
す
。(
魚
津
電
報
電
話
局
)

近
い
将
来
、
老
人
が

非
常
に
ふ
え
て
子
ど
も

の
数
と
同
じ
と
な
り
、

世
帯
の
構
成
も
岩
夫
婦

と
子
ど
も
と
い
う
三
i

四
人
に
な
っ
て
、
老
人

夫
婦
は
別
世
帯
と
な
る

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
夫
は
六
十
歳
で

停
年
退
職
し
て
か
ら
十

六
年
、
安
は
五
歳
違
い

と
し
て
、
夫
が
退
職
し

て
か
ら
二
十
三
年
も
生

き
ら
れ
る
と
い
う
見
込

み
も
で
て
い
ま
す。

そ
の
老
後
に
、

二
人
揃
っ
て
年
金
が

支
給
さ
れ
る
の
と
、
さ
れ
な
い
の
で
は

ま
っ
た
く
大
き
な
違
い
と
な
る
乙
と
で

し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
さ
さ
え
と
な

る
も
の
で
す
。

自
分
の
老
後
の
た
め
、
い
ま
す
ぐ
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料
は
、
三

十
五
歳
末
満
二
百
円
、
三
十
五
歳
以
上

二
百
五
十
円
で
す
。
ま
た
保
険
料
は

4

1
月
6
月
分
が

7
月
末
日、

7
1
9
月

分
が
叩
月
末
日
、

1
t
3
月
分
が

4
月

末
日
ま
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。 「一ご婦人は全員 一「

」国民年金に加入をJ
寄

付

二

万

円

友

道

北

条

正

昭

一

万

五

千

円

友

道

松

野

宗

一

一

万

円

新

寝

屋

町

辻

一房
夫

一

万

円

住

吉

中

島

岩
吉

一

万

円

上

村

木

泉

清

五
千
円

宮
津

吉

崎

与
松

五

千

円

友

道

長
田

孝
造

五

千

円

上

野

浅

井

太

右

エ

門

五
千
円

吉
島

長
谷
川
隆

一

五

千

円

諏

訪

町

岸
名

武

士

香
典
返
し
の
一
部
を
社
会
福
祉
援
護

金
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

八
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
V

マ
二
万
九
百
九
十
五
円
H
屡
海
社
代

表
三
由
謙
三
マ
一
万
円
H
魚
津
神

職
会
代
表
高
松
正
治
マ
八
千
八
百

五
十
二
円
H
北
陸
銀
行
魚
津
支
路
北

親
会
長
杉
本
菊
一

マ
六
千
四
百
六

十
六
円
H
北
電
魚
津
営
業
所
青
年
部

代
表
川
上
仁
マ
二
千
三
十
七
円
H

神
明
町
福
井
み
さ
を
マ
六
百
五
十

円
日
村
木
田
浦
と
め

八
日
曜
日
の
当
番
医

V

V
4
日
午
後
7
時
ま
で
H

本
江
松
井

医
院
①
0
7
4
5
4
日
午
後
7
時

l
翌
日
午
前
7
時

u
角
川
町
宮
本
医

院
①
0
1
2
2

V
什
日
H
友
道
扇

谷
医
院
①
1
0
8
2

V
同
日
日
荒

町
芝
山
医
院
①
0
2
1
8

V
お
日

H
住
吉
寺
崎
医
院
①
3
6
1
9


